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論文内容要旨
【目的】一般に高齢者において排尿機能症状を呈する頻度が増大するのは良く知られた事実であ
るが、その現況についてはあまり知られていない。今回の研究では、高齢者を対象とした疫学的
調査を実施し、過活動勝脱 (OverActive Bladder; OAB) を含む排尿機能症状と関連因子について
解析を行ったD
【対象・方法1
2003 年 8 月、仙台市鶴ケ谷地区の高齢者を対象に行われた総合機能評価において、排尿回数を含
む複数の項目について聞き取り調査を行った。対象は調査・解析に同意した 70---96 歳(平均 75.5
歳)の 948 名(男 431 名、女 517 名)であり、同地域在住の 70 歳以上の住民 2925 名の 32.8%に
あたる。泌尿器科症状については、 3 名の聞き取り調査員が全対象者に対して聞き取りを行った。
泌尿器科症状の評価としては、下部尿路症状全般に関する評価は、自己評価式問診票である国際
前立腺症状スコア (International Prostate Symptom Score; IPSS) を用い、尿失禁に関しては
International Consultation Incontinence Questionnaire-Short Form を用いた。夜間頻尿に関
しては、 2 回以上の夜間排尿回数を夜間頻尿と定義し評価した。 OAB に関しては国際禁制学会の定
義に基づき評価した。さらに泌尿器科症状と諸因子との関連を解析した。
【結果】泌尿器科症状の質問事項、うつ症状の質問事項 (Geriatric Depression Scale) などの
回答が得られなかった 107 名、および Mini-Mental Status Examination で 18 点未満の 8 名を除
外した 833 名(男 414 名、女 419 名)を解析対象者としたo IPSS の重症度は、男性では軽症 305
名 (73.7%) 、中等症 90 名 (2 1. 7 0/0) 、重症 19 名 (4. 6 0/0) 、女性では軽症 344 名 (82.1%) 、
中等症 74 名(17.7%) 、重症 1 名 (0. 2 0/0) で、あった。関連因子との解析では、多変量解析で IPSS
重症度と年令、うつ傾向、虚血性心疾患の既往に関連を認めた。尿失禁に関しては、男性では 74
名(17.9%) 、女性では 171 名 (40.8%) に尿失禁を認め、多変量解析では、性別、年齢、うつ
傾向、飲酒状態、 BMI に関連性を認めた。夜間頻尿は男性 219 名 (52.9%) 、女性 117 名 (42.2%)
に認め、多変量解析を行った結果、性別、年齢、うつ傾向、虚血性心疾患・悪性疾患の既往との
関連を認めた。 OAB は、男性 73 名(17. 6%) 、女性 80 名 (19. 1 %)が該当した。多変量解析を
行ったところ、 OAB とうつ傾向、現在の飲酒習慣、体重過多に関連性を認めた。
{結論】今回の研究では下部尿路症状に関して広範に多数の高齢者に対して対面式調査を行った。
これにより、高齢者の下部尿路症状の実態が広く明らかにされ、その症状に関する関連因子を明
らかにすることができた。
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麻疹は、ワクチンにより予防可能なウイルス性疾患で、あり、世界保健機関 (WHO) は 2012 年までに西太平洋
地域から排除することを決意している疾患である。 2002 年当時、麻疹はわが国では他のアジア諸国と同様に
季節性流行性疾患であり、年間推定発生数は約 20 万人であったために先進諸国からは「麻疹輸出国J として
榔撤されるほどで、あった。しかしながら、国の麻疹対策は、定期予防接種である幼児への 1 回接種の推奨強化
に過ぎず、その発生動向も小児定点医療機関からの報告数を週単位に調査するなど従来通りの施策にとどまっ
ていた。ところが、茨城県での麻疹アウトブレイク事例における実地疫学調査研究がきっかけとなって、その
後の国の麻疹対策が大きく変換することになった。本研究は、国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース
(FETP-J) から派遣された著者が行った 2 つの疫学調査研究とそれに基づく麻疹緊急対応、再発防止のための
提言を呈示し、それらが、国の公衆衛生施策の転換へとつながっていった過程について報告したものである。
本研究では、疫学調査の目的に応じた症例定義が設定され、可及的速やかな積極的症例探査、記述疫学が実
施され、北茨城市内でのアウトブレイク概要の把握、発端となった中学校での感染源・感染経路の解明が行わ
れた。これらの結果は、直ちに県・市合同対策会議に報告され、著者は実効性のある緊急対応や地域での再発
防止策の提言を行った。また、調査研究におけるワクチン不全やワクチン効果の考察からは、近未来的に l
回接種から 2 回目接種への変換が必要となるとの結論を導き出すとともに、今回の事例の約半数が修飾麻疹事
例で、あったことから、サーベイランスの対象を小児のみでなく成人までをとらえた全数把握とすべきこと、麻
疹の検査診断の充実強化について言及した。本疫学調査研究が現場での徽密な情報収集により行われ、かつ、
その結果が実際の感染制御に応用されていることは、実地疫学 (Field Epidemiology) の基本ステップを忠実
に踏まえた研究成果であると評価できる。さらに、本調査から導き出された諸対策やエビデンスが理論的根拠
となって 2006 年に「麻疹排除計画」が制定され、その推進により 2010 年には麻疹患者が 457 名と激減するに
至ったことは、わが国の公衆衛生の改善に多大に貢献したものと評価できる。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
学力確認結果の要旨
平成 23 年 5 月 27 日，審査委員出席のもとに，学力確認のための試問を行った結果，本人は医学に関す
る十分な学力と研究指導能力を有することを確認した。
なお，英学術論文に対する理解力から見て，外国語に対する学力も十分であることを認めた。
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